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************************************************************************************ 

※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。 

皆さんは最近、ゆっくりと歩いてみたことはありますか？ 呼吸を整えて、ゆっくりと自分に

とって適度なスピードで歩いているとき、私達の視野はいつもよりぐっと広がり、忙しく過ご

す中では見過ごしがちなものに気が付くことがあります。月に一度、皆さんがふっと一息つき、

少しの時間だけでもゆっくり歩くことを思い出していただけたらと考えています。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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************************************************************************************ 

【１】北海道における自殺の現状 

◇令和7年 11月末の自殺者数（暫定値）［警察庁］◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より令和 7年 11 月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

令和 7年 11 月の北海道の自殺者数は 60人でした。また、全国の自殺者数は 1,314人、その

うち男性は 935 人、女性は 379人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 令和7年 11月末と令和7年 10月末の月別自殺者数の比較 

（単位：人） 

 北海道 全国 全国（男性） 全国（女性） 

令和 7年 11 月 60 1,314 935 379 

令和 7年 10 月 78 1,551 1,032 519 

前 月 比 -18 -237 -97 -140 

 

令和 7年 11 月の自殺者数は、前月比では、北海道、全国（総数・男性・女性）において減少

でした。全国 47 都道府県の中で、自殺者数が増加したのは 12、減少したのは 35、変化なしは

0 でした。 
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2. 令和7年 11月と令和6年 11月の月別自殺者数の比較 

（単位：人） 

 北海道 全国 全国（男性） 全国（女性） 

令和 7年 11 月 60 1,314 935 379 

令和 6年 11 月 80 1,586 1,043 543 

前 年 比 -20 -272 -108 -164 

 

前年同月比では、北海道、全国（総数・男性・女性）において減少でした。また、全国 47

都道府県の中で、自殺者数が増加したのは 12、減少したのは 31、増減なしは 4でした。 

 

参考文献 

警察庁、2025、「自殺統計」、https://www.npa.go.jp/publications/statistics/safetylife/jisatsu.html 

 

◇「北海道こころの電話相談」の相談件数について◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

北海道では精神保健福祉センターの相談業務の一部として、こころの健康づくりを推進する

ため、こころの電話相談を設置しています。 

今回は、こころの電話相談に寄せられた令和 6 年度の総相談件数及び自殺に関する相談の件

数についてご報告します。 

 

1. 令和6年度（令和6年4月～令和7年3月）における相談件数、自殺関連相談件数. 

（単位：件） 

 合計 日中平日 夜間休日 

総相談件数 4,285 1,811 2,474 

前年度比 +192 +64 +128 

自殺関連相談件数 239 177 62 

前年度比 -32 +14 -46 

 

2. 令和6年度（令和6年4月～令和7年3月）における月別相談件数、自殺関連相談件数. 

（単位：件） 

 令和 6年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

総相談件数 399 379 352 351 346 344 

前 年 比 +85 +40 +10 -3 -20 -10 

自殺関連相談件数 21 23 14 20 30 20 

前 年 比 -1 +6 -14 -8 -12 -9 

 

 令和 6年 令和 7年 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

総相談件数 315 352 326 329 387 405 

前 年 比 -26 +48 +8 -10 +50 +20 

自殺関連相談件数 12 27 13 15 11 33 

前 年 比 -6 +9 -5 -7 -3 +18 

 

令和 6年度（4月から翌 3月）の集計を見ると、総相談件数は 4,285件、その内自殺関連相談

件数は 239 件となっています。その内訳は、日中平日が総相談件数 1,811 件、自殺関連相談件

数 177件、夜間休日が総相談件数 2,474 件、自殺関連相談件数 62 件となっています。前年度比
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を見ると、総相談件数は 192 件の増加、自殺関連相談件数は 32件の減少となっています。 

月別に見ると、総相談件数は 3月に最も多く、逆に 10 月は少なくなっています。自殺関連相

談は 3月に多く、逆に 2月は少なくなっています。前年比を見ると、総相談件数は 4～6月、11

～12月、2～3月に増加、7～10月、1月に減少となっています。自殺関連相談件数は 5月、11

月、3 月に増加、それ以外の月は減少となっています。 

 

○ こんなことがあって、こころがつらくありませんか？ 

 

 

○ 電話相談窓口一覧 

誰にも相談できず悩んでいませんか？ 

様々なこころの悩みについて相談をお受けしています。ご本人やご家族、関係者の方からの

相談をお受けします。 

 

北海道こころの電話 【直通】電話番号: 011-864-1294 

※札幌市民以外の道民が対象 

受付時間：（月～金）9：00～17：00（12月29日～1月3日は除く） 

【全国共通ナビダイヤル】電話番号: 0570-064-556 

（厚生労働省 こころの健康相談統一ダイヤル） 

受付時間：（月～金）9：00～21：00、（土日祝）10：00～16：00（12月29日

～1月3日は除く） 

♯いのちSOS 電話番号：0120-061-338 

ホームページ：https://www.lifelink.or.jp/inochisos/ 

北海道いのちの電話 電話番号：011-231-4343 

ホームページ：https://www.inochi-tel.com/ 

よりそいホットライン 電話番号：0120-279-338 

ホームページ：https://www.since2011.net/yorisoi/ 

 

【２】自殺について知ろう 

◇若者の自殺をめぐる状況［令和7年版自殺対策白書］◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

令和 7年 10 月、厚生労働省より『令和 7年版自殺対策白書』が公表されました。本書は第一

章「自殺の現状」、第二章「若者の自殺をめぐる状況と電話・SNS 等を活用した相談事業」、

第三章「令和 6年度の自殺対策の実施状況」の構成となっており、現在の日本における自殺の

状況において課題とされている若者の自殺について大きく取り上げられています。本書による

と、「我が国の自殺者数は、全体としては減少傾向にあるものの、小中高生の自殺者数は過去

最多水準で推移している。また、10 歳代及び 20 歳代の自殺者数は令和 2 年に増加し、高止ま

⚫ よく眠れない、物事に集中できない、職場に行くのがつらい 

⚫ 生きるのがつらい、死にたくなる 

⚫ 過去に辛い体験をしてその時のことを思い出すと強い不安におそわれる 

⚫ 家族が自死した後、いつまでも気持ちが落ち込み自分を責めてしまう 

⚫ 人と接するのが怖く学校や仕事に行けなくなった、親を責めたり暴力も 

⚫ 周囲になじめない、コミュニケーションがうまくいかない 

⚫ 子どもがかわいいと思えなくつい叩いてしまう 

⚫ 子どもが過剰なダイエットや食べ吐きを繰り返しどう対処すればいいの？ 

⚫ 薬物、アルコール、ギャンブル、ゲーム、インターネットがやめられない 
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り傾向にある。さらに、我が国の 10 歳代及び 20歳代の死因順位第 1位は“自殺”であり、こ

れらの年代の自殺死亡率は G7 各国の中で最も高い。これらの若者の自殺の状況を踏まえ、本

特集では、主に 15歳から 29 歳までの若者を対象として、様々な視点から若者の自殺の状況に

ついてみていくこととする｡」とあります。また、青年期は大学への進学や就職など重大なライ

フイベントが重なる時期であるとし、さらに新型コロナウイルス感染症の影響、情報化、国際

化、少子高齢化などといっためまぐるしい状況の変化についても触れ、それぞれの属性に応じ

た支援手法を深め、きめ細かな対策を進めていく必要があるとまとめています。 

 

今回は、『令和 7年版自殺対策白書』第二章「若者の自殺をめぐる状況と電話・SNS等を活

用した相談事業」及び「概要版」より、若者の自殺の状況として、大学生、若年有職者、若年

無職者といった異なる属性の状況を取り上げます。なお、紙面の都合上一部のみの取り扱いと

なりますので、興味のある方は原本（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kai

go/seikatsuhogo/jisatsu/jisatsuhakusyo2025.html）の方をご参照ください。 

 

○ 若者の自殺の状況 

2024年の若者の自殺者数は、「20～24歳」が 1,285人、「25～29歳」が 1,180人、「15～19

歳」が 660人となっています。性別でみますと、男性においては「20～24歳」が 809人、「25

～29 歳」が 737 人、「15～19 歳」が 313 人、女性においては「20～24 歳」が 476 人、「25～

29 歳」が 443人、「15～19 歳」が 347 人となっています。 

若者（15～29歳）の自殺者数は、2020年以降 3,000人を超えて高止まり傾向にあります。そ

の中でも、若年女性は増加傾向にあり、2024 年には「15～19 歳」の女性が男性を上回りました。

ただし、20歳代では依然男性の方が多い傾向があります。 

 

性別、年齢階級別にみた若者の自殺者数の推移（2015～2024年）. 

 

（資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成） 
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○ 大学生等の自殺の状況 

「学生・生徒等」のうち大学生及び専修学校生等の自殺者数は、男性は女性よりも多く、お

おむね横ばいで推移していいます。一方で、女性は増加傾向にあります。 

大学生等の自殺の原因・動機は、男性では、「学業不振」、「進路に関する悩み（入試以外）」

といった「学校問題」が多くなっており、女性では、「病気の悩み・影響（うつ病）」、「病

気の悩み・影響（その他の精神疾患）」といった「健康問題」が多くなっています。 

 

 
 

○ 若年有職者の自殺の状況 

若年有職者の自殺死亡率は、男性は、おおむね横ばい又は低下傾向にあります。一方で、女

性は若年層全体で上昇傾向となっています。 

若年有職者の自殺の原因・動機は、男女ともに「病気の悩み・影響（うつ病）」といった「健

康問題」の割合が高く、「職場の人間関係（その他）」や「仕事疲れ（その他） 」といった「勤

務問題」の割合も高くなっています。また、20 歳代の男性の有職者では、「負債（多重債務）」

といった「経済・生活問題」の割合が多くなっています。 

 

 

 

○ 若年無職者の自殺の状況 

若年無職者の自殺死亡率は、男性で著しく高く、年齢階級が高いほど上昇しています。また、

女性は近年上昇してきています。 

若年無職者の区分別自殺者数をみると、男女ともに、ほとんどの年齢階級において「その他

の無職者（ひきこもり以外）」が最も多くなっていますが、「その他の無職者（ひきこもり）」



6 

 

は「失業者」より多くなっています。 

若年無職者の自殺の原因・動機をみると、「病気の悩み・影響（うつ病）」が最も高い割合

となるなど、総じて「健康問題」の割合が高くなっています。各属性について細かく見ますと、

「その他の無職者（ひきこもり以外）」では「健康問題」に次いで「失恋」や「生活苦」「就

職失敗」が多く、「その他の無職者（ひきこもり）」では「親子関係の不和」や「就職失敗」

「孤独感」が多く、「失業者」では「生活苦」「失業」などの「経済・生活問題」が上位とな

り「失恋」や「職場の人間関係（その他）」も上位 10 位以内となっています。 

 

 

 

 

○ まとめ 

若者の自殺者数は高止まりの状態にあります。自殺者数は男性の方が依然として多くなって

いますが、若年女性は増加傾向にあり、ほぼ横ばいで推移している男性の自殺者数に近づいて

きている状態です。10~20代は若者としてまとめられることが多いですが、性別や属性ごとに

自殺に至る原因・動機に違いが見られ、状況に応じたきめ細やかな対応が必要となります。 

『令和 7 年版自殺対策白書』は、今回の分析について、「自殺は、健康問題、経済・生活問

題、人間関係の問題のほか、地域・職場の在り方の変化など様々な要因とその人の性格傾向、

家族の状況、死生観などが複雑に関係している。自殺に追い込まれようとしている人が安心し

て生きられるようになるためには、精神保健的な視点だけでなく、社会・経済的な視点を含む

包括的な取組が重要である。」とまとめています。 

以下にどなたでも相談できる電話相談、SNS 相談の連絡先を記載します。こちらも併せて

ご活用ください。 
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○ 相談窓口 

電
話
相
談 

こころの電話相談 

【直通】011-864-1294 ※札幌市民以外の道民が対象となります。 

受付時間：（月～金）9：00～17：00（12月29日～1月3日は除く） 

【全国共通ナビダイヤル】0570-064-556 

受付時間：（月～金）9：00～21：00、（土日祝）10：00～16：00（12 月 29 日～1 月 3

日は除く） 

ホームページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_

kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/kokoro_dial.html 

#いのちSOS 

電話番号：0120-061-338 

ホームページ：https://www.lifelink.or.jp/inochisos/ 

よりそいホットライン 

電話番号：0120-279-338 

受付時間：毎日24時間 

ホームページ：https://www.since2011.net/yorisoi/ 

北海道いのちの電話 

電話番号：011-231-4343 

受付時間：毎日24時間 

ホームページ：https://www.inochi-tel.com/ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談 

自殺対策支援センターライフリンク 

LINE（「生きづらびっと」友だち追加）：https://page.line.me/eds9972b?openQr

Modal=true 

いのち SOSご相談受付ホームページ：https://www.lsystem.org/inochi-web 

Facebook：https://www.facebook.com/llmessager 

生きづらびっとホームページ：https://yorisoi-chat.jp/ 

東京メンタルヘルス・スクエア 

LINE（「こころのほっとチャット」友だち追加）：https://page.line.me/tch1397q?op

enQrModal=true 

Facebook：https://www.facebook.com/kokorohotchat 

チャット：https://www.npo-tms.or.jp/public/kokoro_hotchat/ 

ホームページ：https://www.npo-tms.or.jp/service/sns.html 

あなたのいばしょ 

チャット：https://talkme.jp/ 

BONDプロジェクト（10代20代の女性） 

LINE（「10 代 20 代の女の子専用 LINE」友だち追加）：https://page.line.me/ahl06

08p?openQrModal=true 

ホームページ：https://bondproject.jp/ 

 

参考文献 

厚生労働省、2025、「令和 7 年版自殺対策白書」、https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/b

unya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/jisatsuhakusyo2025.html 
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【３】お知らせ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で行っています。 

【直通】Tell: 011-864-1294 

※札幌市民以外の道民が対象 

受付時間：（月～金）9：00～17：00（12月 29 日～1月 3日は除く） 

【全国共通ナビダイヤル】Tell: 0570-064-556 

（厚生労働省 こころの健康相談統一ダイヤル） 

受付時間：（月～金）9：00～21：00、（土日祝）10：00～16：00（12月 29日～1月 3日は

除く） 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりにくい状態になりますがご了承ください。 

  

◇ 現在北海道でも、こころの健康SNS（LINE）相談が開設されています。 

 詳しくは、下記のリンクをご覧ください。 

 

北海道こころの健康 SNS相談窓口：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/shf/linesoudan.html 

 

◇ ホームページをご覧ください 

北海道地域自殺対策推進センターのホームページを開設しています。最新の北海道の状況を

掲載しており、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。また、

Andanteのバックナンバーへのリンクもございますので是非ご覧ください。 

 

ホームページURL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/a0002/ 

 

【４】編集後記 

今年を振り返りますと、私の中での印象的なトピックとしては、イチロー氏の殿堂入りや大

谷氏、山本氏などのメジャーリーグでの活躍、夏の記録的な猛暑、大阪・関西万博の開催。そ

して、秋口から冬にかけてクマ被害などが思い起こされます。今年を表す漢字が「熊」になっ

たのは少しびっくりです。米を筆頭に色々なものの値段が高くなり、直近には大きな地震があ

りました。私個人としても、尿管結石になったり、痛風になったり、交通事故で骨折したり、

初めての手術を経験したりと、これまで放置してきた健康問題が一気に押し寄せていたような

一年でした。教訓は、何事よりも健康第一です。皆様にとってはどのような一年となったでし

ょうか。どこかに幸せがあって、笑える一年となっていることを期待したく思います。 

本年もご愛読ありがとうございました。皆様のおかげで一年間走りきることができました。

来年も皆様に役立つ自殺に関する情報をお届けできるよう努めて参りますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

次号 Vol.199 は、令和 8 年 1 月末に北海道立精神保健福祉センターホームページ上で公開予

定です。 

 

＊ご質問、ご要望等お問い合わせ先＊ 

北海道立精神保健福祉センター 

札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

Tel 011-864-7121／Fax 011-864-9546 

URL https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail hofuku.seishin1@pref.hokkaido.lg.jp 


